
※　講習の対象となる危険行為１４類型については裏面参照

 平成27年６月１日から

 がスタート！

自転車運転者
が危険行為を
くり返す 
※３年以内に 
 ２回以上 

交通の危険を防止する

ため、都道府県公安委

員会が自転車運転者に

講習を受けるように命令 

  講習の受講 
※ 講習時間 
  ３時間 
※ 講習手数料 
  5,700円 



○ 信号機の信号等に従う義務（第７条） 

○ 通行の禁止等（第８条） 

○ 歩行者用道路を通行する車両の義務（第９条） 

   歩行者に注意して徐行しなければならない 

○ 通行区分（第１７条） 

   右側通行など 

○ 軽車両の路側帯通行（第１７条の２） 

   歩行者の通行を妨げないような速度と方法で進行しなければならない 

○ 踏切の通過（第３３条） 

   遮断機閉鎖、警報器警報中の踏切内立入 

○ 交差点における他の車両等との関係等（第３６条） 

   優先道路及び幅員が明らかに広い道路を通行する車両等の優先の原則 

○ 交差点における他の車両等との関係等（第３７条） 

   交差点で右折する場合の直進又は左折車両等の進行妨害の禁止 

○ 環状交差点における他の車両等との関係等（第３７条の２） 

○ 指定場所における一時停止（第４３条） 

○ 普通自転車の歩道通行（第６３条の４） 

   歩道中央から車道寄り部分の徐行義務及び歩行者の通行の妨げとなる場合 

    の一時停止義務 

○ 自転車の制動装置等（第６３条の９） 

   内閣府令で定める基準に適合する制動装置の備え付け義務 

○ 酒気帯び運転等の禁止（第６５条） 

○ 安全運転の義務（第７０条） 
 


